
国
語
科
学
習
指
導
案 

 
 

○
○
○
○ 

 

高
等
学
校 

 

担
当
教
諭 

 

○
○
○
○ 

 

一
、
日
時 
平
成
二
十
七
年
○
月
○
○
日
（
○
） 

１
時
限 

 

二
、
場
所 

一
年
○
組
教
室 

 

三
、
学
年
・
組 

一
年
○
組 

 

四
、
単
元
名 

志
賀
直
哉 

『
清
兵
衛
と
瓢
箪
』 

 

五
、
単
元
目
標 

 

・
文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
お
う
と
す
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

・
文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
。（
読
む
能
力
） 

・
文
や
文
章
の
組
み
立
て
、
語
句
の
意
味
、
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど
を
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
す
る
。（
知
識
・
理
解
） 

 

六
、
教
材
観 

本
教
材
は
、
大
正
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
清
兵
衛
の
瓢
箪
に
夢
中
に
な
る
様
子
は
、
何
か
の
対
象
に
純
粋
に
熱
中
す
る
と
い
う
高
校
生
の
特
徴
で
も

あ
り
、
清
兵
衛
に
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
自
分
の
姿
を
見
る
生
徒
は
多
い
。 

ま
た
、
父
や
教
師
な
ど
の
大
人
と
子
ど
も
の
対
立
問
題
も
、
生
徒
の
心
の
中
に
深
く
訴
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
大
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
持
ち
、
そ
の
観
点

か
ら
子
供
を
見
て
い
く
が
、
子
ど
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
別
の
価
値
観
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
起
き
る
対
立
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
大
人
と
子
ど
も
と
の
確
執

は
、
生
徒
が
直
面
し
や
す
い
問
題
で
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
行
動
や
考
え
を
、
物
語
の
進
行
に
即
し
て
読
み
取
っ
て
い
く
。 

 七
、
生
徒
観 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
省
略
〉 

   

八
、
指
導
観 

 

「
清
兵
衛
と
瓢
箪
」
に
お
け
る
親
と
子
の
確
執
等
に
つ
い
て
、
生
徒
自
身
が
生
活
経
験
や
実
感
に
も
と
づ
い
て
考
え
る
。
子
ど
も
が
熱
中
し
て
い
る
こ
と
の
中
に
、

そ
の
子
ど
も
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
清
兵
衛
に
瓢
箪
の
価
値
を
見
抜
く
目
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
自
分
の
手
で
仕
上
げ
て
い
く
技
術
を
持
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
大
人
は
ど
う
し
て
も
、
自
分
の
生
き
る
現
実
や
世
の
中
の
価
値
観
か
ら
子
ど
も
を
見
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
工
職
人

と
し
て
生
き
る
父
親
か
ら
見
る
芸
術
家
と
い
う
仕
事
の
危
う
さ
や
、
清
兵
衛
の
将
来
を
不
安
に
思
う
気
持
ち
、
ま
た
教
員
も
当
時
の
社
会
状
況
の
中
で
「
修
身
」
と
い

う
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

九
、
単
元
の
評
価
規
準 

・
文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
お
う
と
し
て
い
る
。
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

・
文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
っ
て
い
る
。（
読
む
能
力
） 

 
 
 
 

・
文
や
文
章
の
組
み
立
て
、
語
句
の
意
味
、
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど
を
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。（
知
識
・
理
解
） 

 

十
、
単
元
計
画
（
全
七
時
） 

 

第
一
時 

 

・
全
文
を
通
読
。
初
読
の
感
想
。
序
章
に
お
け
る
小
説
の
枠
組
み
の
提
示
。 

第
二
時 

 
 
 
 

・
第
一
段
落
、
清
兵
衛
の
瓢
箪
へ
の
凝
り
よ
う
。 

第
三
時 

 
 
 
 

・
第
二
段
落
、
清
兵
衛
の
人
物
像
、
瓢
箪
観
。 

第
四
時 
 

・
第
二
段
落
、
大
人
た
ち
（
父
親
・
客
）
の
人
物
像
。
第
三
段
落
、
す
ば
ら
し
い
瓢
箪
と
の
出
会
い
。 

第
五
時 

 
 
 
 

・
第
三
段
落
、
教
員
、
母
親
の
人
物
像
。 

第
六
時 

 

・
第
三
段
落
、
父
親
の
行
動
。
第
四
段
落
、
瓢
箪
の
行
方
に
つ
い
て
。
終
章
。 

第
七
時
（
本
時
） 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
も
と
に
、
父
親
の
あ
り
方
に
迫
る
。 

 
 



十
一
、
本
時
の
展
開 

（
１
）
本
時
の
目
標 

・
一
連
の
父
親
の
在
り
方
に
つ
い
て
根
拠
を
持
っ
て
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
理
解
を
深
め
、
文
章
に
ま
と
め
る
。 

（
２
）
本
時
の
評
価
規
準
と
評
価
方
法 

・
父
親
に
関
す
る
記
述
を
本
文
中
か
ら
探
し
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
意
見
を
交
流
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

…
評
価
方
法
：
行
動
の
観
察 

・
根
拠
と
な
る
文
章
記
述
を
示
し
て
、
父
親
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（
読
む
能
力
） 

…
評
価
方
法
：
記
述
の
点
検 

（
３
）
本
時
の
学
習
過
程 

  

ま
と
め 

 

５
分 

展
開 

 

１
０
分 

        

１
０
分 

          

２
０
分 

導
入 

 

５
分 

時
間 

・
完
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
す

る
。 

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
を
行
う
。 

  
 

父
親
に
つ
い
て
の
記
述
を
本
文
中
よ
り
探

し
、
自
分
が
思
い
つ
い
た
こ
と
を
メ
モ
す
る 

     ・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
を
行
う
。 

 

グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
行
う
。 

 

グ
ル
ー
プ
内
の
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
、

必
要
な
こ
と
を
メ
モ
す
る 

 

 
 

 

時
間
が
余
れ
ば
父
親
の
性
格
に
つ
い
て
話
し

合
う 

  

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③
を
行
う
。 

 

 
 

他
の
人
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
自
分
な
り
の
考

え
を
文
章
に
ま
と
め
る
。 

  
 ・

本
時
の
活
動
を
説
明
す
る
。 

 

・
本
時
の
目
標
を
確
認
す
る
。 

学
習
内
容
・
学
習
活
動 

・
時
間
内
に
書
け
な
か
っ
た
生
徒
の
シ
ー
ト
も
、
一

旦
回
収
す
る
。 

・
父
親
の
あ
り
方
（
態
度
、
考
え
方
）
に
つ
い
て
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。 

 ・
書
く
こ
と
が
難
し
い
生
徒
に
は
個
別
で
対
応
す

る
。 

 

・
状
況
に
応
じ
て
、
全
体
に
声
か
け
を
す
る 

  ・
５
～
６
人
グ
ル
ー
プ
を
作
る
よ
う
指
示
す
る
。 

 

・
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
を
交
換
す
る
。 

 

・
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
内
容
も
評
価
す
る
こ
と
を
伝

え
る
。 

    

 ・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
②
を
整
理
し
、
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
。 

 ・
指
定
さ
れ
た
字
数
で
ま
と
め
る
こ
と
は
初
め
て
な

の
で
、
状
況
に
応
じ
て
全
体
に
声
か
け
を
す
る
。

（
父
親
に
関
す
る
「
本
文
中
の
記
述
」
を
抜
き
出

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
と
い
う
書
き
方

を
基
本
と
す
る
。） 

・
一
連
の
父
親
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
簡
単
に
振

り
返
る
。 

 

・
本
時
の
目
標
を
提
示
す
る
。 

指
導
上
の
留
意
点 

・
根
拠
を
持
っ
て
、
父
親
の
あ
り
方
に

つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
か
。（
読
む
能
力
） 

【
記
述
の
点
検
】 

・
父
親
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
記
述

を
、
本
文
か
ら
適
切
に
探
し
出
し
て

い
る
か
。（
読
む
能
力
）【
記
述
の
点

検
】 

     ・
グ
ル
ー
プ
内
で
積
極
的
に
自
分
の
意

見
を
発
表
で
き
て
い
る
か
。
（
関

心
・
意
欲
・
態
度
）【
行
動
の
観
察
】 

 

・
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
、
必
要
な

メ
モ
を
取
れ
て
い
る
か
。
（
関
心
・

意
欲
・
態
度
）【
記
述
の
点
検
】 

    ・
他
の
人
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
自
分
の

考
え
を
本
文
の
記
述
を
示
し
な
が

ら
ま
と
め
て
い
る
か
。
（
関
心
・
意

欲
・
態
度
）【
行
動
の
観
察
】 

  ・
父
親
が
登
場
し
た
場
面
を
思
い
返

し
、
行
動
に
つ
い
て
整
理
で
き
て
い

る
か
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）【
行

動
の
観
察
】 

評
価
規
準
・
評
価
方
法 



 

清
兵
衛
と
瓢
箪 

一
年 

 

組 
 
 

番 

氏
名 

  

① 

清
兵
衛
の
父
親
の
あ
り
方
（
態
度
・
行
動
・
考
え
方
）
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
根
拠
と
な
る
文
章
記
述
を
示
し
て
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し
よ
う
。 

 

【
本
文
中
に
あ
る
父
親
に
つ
い
て
の
文
章
記
述
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
上
記
の
記
述
か
ら
ど
う
考
え
る
か
】 

 

  

② 

グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
①
の
意
見
交
換
を
す
る
。
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の
人
の
意
見
を
積
極
的
に
メ
モ
し
よ
う
。 

  

  

③ 

グ
ル
ー
プ
内
で
交
換
し
た
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
１
５
０
字
～
２
０
０
字
で
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。 

  

 

  

   

  

          

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

  

 

     

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        


